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ベトナム北部の朱印船寄港地、ゲティンにおける日越交流の新展開
菊池　百里子
はじめに
　ベトナムは、インドシナ半島の東側に位置し、南北に長い海岸線が続く。この海岸線の先にひ
ろがる南シナ海は、西アジア世界と中国とをむすぶ南海交易の舞台として、東西交易、いわゆる
｢海のシルクロード｣の要衝であった。ベトナムの海上には、クーラオチャムやコンダオ群島、フー
クォック島などの島々が浮かび、古くから航海上の目印として、あるいは食糧や真水の補給地と
して知られていた。同時にベトナムの地は、人びとが渇望した南海物産の宝庫でもあった。生糸
や真珠、森林生産物である香木などをもとめ、東南アジア各国や中国の商船が、17 世紀代には
日本に続きヨーロッパの商船も、波頭をこえてベトナムの地をめざした。ゆえにベトナムの沿岸
部に設置された貿易港は、東南アジアの産物のみならず、中国や日本の産物も同時に入手するこ
とができる地でもあった。とりわけ海のシルクロードにおける重要な交易品である陶磁器の吸引
力は、絶大なものであった。
　本稿では、ゲティン地域 1 における考古学調査の成果から、海域アジアの交易ネットワークに
おけるベトナム北中部の位置づけを明らかにし、ゲティン地域での 17 世紀の日本とベトナムの
交流について考察する。
１　朱印船の寄港地「乂安」
　17 世紀のベトナムは、大越国黎朝後期（1428-1527）にあたる。黎朝前期（1533-1789）の 1471
年に、黎聖宗の親征によってベトナム中部にあったチャンパー王国ヴィジャヤ王朝が滅亡すると、
16 世紀以降、チャンパーの故地は黎朝の重臣、広南阮氏の支配地域となる。そして北部の実権
を掌握した鄭氏との間で 1627 年以降内戦状態となっていた。
　この頃のベトナム北部は日本の史料には東京、ヨーロッパの史料にはトンキン 2（Tonkin また
はTonking）と記され、中国や東南アジア諸国の商船に加え、日本やヨーロッパの商船が頻繁に
寄港していた。
1	 ゲティン省の地理的範囲をさす。ゲティン省は、1991 年にゲアン省とハティン省に分割された。
2	 東京は、ベトナム語の読み方ではではドンキン（Dong	Kinh）。
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　日本からベトナムへの商船の渡航は、記録の上では 1577 年までさかのぼる。また、1593 年に
は薩摩から交趾（ベトナム）に船がむかっており、1596 年にはベトナム中部に多くの日本船が
来航していた［岩生 1966:23-24］。日本人商人は朱印船貿易が開始する以前から東南アジア方面
に進出し、海域アジアにおける主要な商人として台頭していた。
　徳川家康は江戸幕府を開くとすぐに、朱印船貿易を開始した。日本の有力な朱印船貿易家とし
ては、茶屋や末次、角倉などがあげられる。そのほとんどは広南阮氏を相手とし、中部ベトナム
の港市ホイアンが交易の舞台となっていたが、角倉船は、鄭氏政権下のベトナム北部「東京」の
「乂安處興元縣復禮社」や「華園社」に赴いて交易していたことが残されている史料からわかる［藤
田 2014］。角倉船が寄港していた「乂安」の「興元縣」はどこだろうか。
　15 世紀にまとめられたベトナムの地図集『洪徳版図』の乂安地域の地図には、「会統」という
河口の右岸に「宜春」の地名が、左岸の上流部に「興元」という地名がみられる（図１）。「会統」
＝ホイトン、「宜春」＝ギースアン、「興元」＝フングエンは、いずれもゲアン省とハティン省の
省境を流れるラム川の河口部およびその流域に現在もある地名である。
　ゲアン省フングエン県フンチャウ村にあるフックミー廟には阮朝の明命帝から啓定帝時代の冊
封が納められている。これらによると、明命帝の頃、この地の地名は「興元縣復禮社」であり、
この地が角倉船が交易していた場所であったことがわかる。一帯には 17 世紀代に立てられた碑
文が多数残り、中国からの移住者の子孫が今も居住している。
　筆者によるフックミー廟の周辺での発掘調査では、地表面下 70cmより上層では、18 世紀以
降に生産された中国福建・広東諸窯の青花が、下層では、主に 17 世紀代のベトナムの焼締陶器
の鉢や長胴瓶、白磁皿、そして中国の青花も出土し、この一帯が 17 世紀の居住域であったこと
が確認できた。
　1604 年に、乂安の役人である文理候が書いた書状には、乂安に来航する商船は、「雙魚海門」
に入港してそこで待つように、と記されている［藤田 2014:9］。ラム川河口から４Km沖にング
島という小島がある。ングは「魚」の意味で、ング島は以前はソング＝双魚島と呼ばれていた。
ゆえに、「雙魚海門」は、ング島を沖に望むことができるラム川河口部であることは確かである。
　さらに、オランダ東インド会社の記録である『バタヴィア城日誌』の 1636 年の記述によると、
ベトナム北部をめざす朱印船は、まず Gijangh の川の河口から東北半マイル先、18 度 3 分の 2
に位置する Frakakij という小島に停泊し、小舟に商品を積み替え、川をさかのぼり黎朝の皇城
昇竜にむかっていた。そして、昇竜と海を直接つなぐホン河の本、支流の河口に入港しない理由
として、河口の砂が堅く船が沈没した経緯があること、トンキンの川の河口から海南島の西を通っ
て長崎に北上するのは大変であることが記されている［村上訳注	1970:251］。
　以上のことから、乂安はベトナム北中部のゲティン地域であり、そこを目指した朱印船は、ま
ず Frakakij ＝ング島に停泊し、その後、雙魚海門＝ホイトンから Gijangh ＝ラム川を遡上して、
興元＝フングエンに向かっていたと考察できる。
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２　考古学調査から見えてくるゲティン地域の交易
　ゲティン地域は、古くは「演州」と呼ばれていた。大越国の史書『大越史記全書』には、1349
年（陳裕宗紹豊 9 年）の条に、李朝（1009-1225）頃から、外国人がベトナムに来航すると「雲
屯」3 や「演州」などの港に入ったと記されている 4。また 15 世紀の黎朝初期に阮廌が記した『抑
齋遺集』の中にも、外国人が立ち入ることができる地名として「雲屯」のほかに「芹海」、「会統」、「会
潮」といったゲティン地域の地名がみられる 5。このように、ゲティン地域では、古くから外国
人が来航し交易をおこなっていた。
　朱印船貿易家にとってゲティン地域はどのような場所だったのだろうか。2015 年から筆者が
中心となり、ハノイ国家大学、ハティン省博物館と共同で実施しているゲティン地域、特にラム
川河口部での発掘調査の成果から考察してみる。
　発掘調査は、ラム川右岸の河口部ハティン省スアンホイ村のホイトン集会場の周辺及び敷地内
で実施した。発掘調査に先立って実施したスアンホイ村での踏査で、16 世紀末以降に生産され
た中国・景徳鎮窯系の青花や、漳州窯系の青花、ベトナムの焼締陶器鉢や青花類のほか、17 世
紀中ごろの日本の肥前荒磯文染付碗も確認できたためである。
　ホイトン集会場は 17 世紀に創建されたもので、発掘調査では、下層から 17 世紀代のベトナム
産の波状文がはいった壺や鉢、白磁の皿や、印判で菊花文を施文する青花・鉄絵皿（図 3）、中
国の青花（図 4）といった陶磁器が多数出土した。集会場創建のころの遺物と考えられる。その
上層、地表面下 45 ～ 50cmのところでは、被熱した黎朝後期以降のベトナム産陶器鉢や焼締長
胴瓶などが炭化物や小型の貝類とともに出土した。また、下層と同じく印判で菊花文を施文する
青花・鉄絵皿などが多数出土した［菊池 2017b］。
　出土したベトナム青花・鉄絵と同様の製品は、長崎や大阪、東京の 17 世紀後半の遺跡からも
多数発見されている。これらのほとんどは、ゲティン地域で生産されたものではなく、遠く離れ
た窯業地ハイズオンで生産されたものである。生産地からダイ川を南へ下り河口から海に出て、
そのまま沿岸を南下してゲティンまで運びこまれたと想定できる。
　また、上層では日本の肥前磁器（図 5）も出土しており、これらの陶磁器は、朱印船貿易が終
了したのちの交易を継承した中国などの商船によって運ばれたと考えられる。
　ラム川河口部の出土遺物と共通する遺物が、近年ラオスのビエンチャンでの発掘調査で発見さ
れている。その調査では、11 万点にのぼる陶磁器が出土しており、中国陶磁器では 16 世紀後半
3	「雲屯」はベトナム北部、現在のクアンニン省ヴァンドン県に位置した中世から近世の港である。世界遺産
となっているハロン湾の島に所在し、その考古学調査では陳朝から黎朝のベトナム陶磁器や、元朝から清朝
の中国陶磁器が多数出土した [ 菊池 2017a]。
4	『大越史記全書』1349 年 ( 陳裕宗紹豊 9年 ) 条に「設雲屯鎭鎭官・路官・察海使、及置平海軍以鎭之。先是、
李朝時商舶來則入自演州・他員等海門。至是、海道遷移、海門淺涸、多聚雲屯、故有是命。」とある。『校合
本　大越史記全書』( 上 )	1984 年 :424。
5	 阮廌著『抑齋遺集』｢輿地志｣ に「外國諸人不得擅入内鎮。悉虚之雲屯・萬寧・芹海・會統・會潮・葱嶺・富良・
三奇・竹華焉。」とある。『抑齋集』巻之 6　輿地志 :775。
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以降の景徳鎮窯系や漳州窯系、徳化窯系などの青花のほか、15 世紀以降のベトナム青花や鉄絵、
日本の唐津焼きや肥前磁器もあった［清水 2015］。これらの陶磁器の一部は、ゲティン地域にお
ける交易によって入手し、ラム川を通ってラオスまで運ばれた可能性が指摘できる。
　大越国の都があったハノイからも、広南阮氏の居城フエ、そして港市ホイアンからも遠く離れ
たゲティン地域に、なぜこのように貿易陶磁器が大量に運ばれていたのだろうか。その答えはゲ
ティンの地理的環境に求めることができる。
　中国を出港し、海域アジアの主要な交易拠点を目指す船は、完全に沿岸伝いに進み、海賊の横
行するトンキン湾を抜けて南へ進むより、海南島の東側から南シナ海にアクセスする方が容易で
あり、その際、最初にたどりつける港はゲティンである。
　ゲティン地域は、ベトナムの北部と中部の間に位置し、南北に長いベトナムの中でも幅が狭く、
ラオス国境に近い。ベトナムとラオスとの国境を形成する山並みが、部分的に緩やかになったと
ころに国境ゲートがあり、陸路でラオスとつながっている。この国境の山並みから発して南シナ
海に注ぐ大河がラム川である。ゲティンから山脈を越えて東北タイ、南ラオスにいたるルートは
唐代に成立しており、真臘が南シナ海交易にアプローチするにもこのルートが重視されていた
［桃木 2011:136］。そしてこの国境の山並みでは、朱印船貿易家にとって重要な輸入品である香木
や麝香などが産出していた。ラム川を伝ってラオスの森林生産物を求めることができる地がゲティ
ンであり、内陸部と海域アジアを結ぶ物流の拠点として、商人や商品を引き寄せていたのであろう。
３　ゲティン地域における 17 世紀の日本とベトナムの交流
　岩生成一の統計によると、朱印船貿易がおこなわれていた 1604 年から 1635 年の期間にベトナ
ム北部にむけて発給された朱印状は 37 通であり、日本からは銀や銅、銭貨が、ベトナムからは
香木や生糸、絹織物が運ばれていた［岩生 1985:127］。
　1603 年に徳川幕府による朱印船貿易が開始すると、京の豪商、角倉家の商船は早速朱印状の給付を
受け、ベトナムの地に渡航して交易をおこなっていた。角倉素庵が「日本国　回易大使　貞順」とし
て乂安の役人文理候に向けて書いた書簡には、沈香、黄熱香、麝香などの薬物を売ってほしい、と書
かれている［藤田2014:39］。角倉家は代々医師の家系であり、ラオスの森林地帯で産出される薬物を
入手するため、また徳川家康に献上する香木を入手するため、乂安に赴いて交易をしていたのであろう。
　角倉素庵は、朱印船貿易の開始にあたり、藤原惺窩に依頼して海外貿易の心構えを説いた「舟
中規約」を作製した。以下はその一部である［吉田豊編訳 1973:67-70］。
　　一、そもそも貿易の事業は、有無相通じることによって、他にも己にも利益をもたらすもの
である。他に損失を与えることによって、己の利益を図るためのものではない。ともに
利益を受けるならば、その利は僅かであっても、得るところは大きい。利益をともにす
ることがなければ、利は大きいようであっても、得るところは小さいのだ。6（以下略）
6	 凡そ回易之事は、有無を通じて人と己を利する也。人を損じて己を益するに非ず。利を共にするは小なりと
雖も還って大也。利を共にせざるは大なりと雖も還って小也。謂う所の利は、義之嘉会也。（以下略）
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　　一、異国とわが国とを比べれば、その風俗や言語は異なっているが、天より授かった人間の
本性においては、なんの相違もないのである。おたがいの共通するところを忘れて、相
違したところをふしぎがり、あざむいたり、あざけったりすることは、いささかもして
はならない。（中略）もし他国において、仁徳にすぐれた人と出会ったならば、これを
父か師のように敬って、その国のしきたりを学び、その国の習慣に従うようにせよ。7
　　（以下略）
　素庵は、乗組員一同にこの規約を誓約させた後に、はじめて乗船を許していたという。貿易相
手との末永い商業関係構築への抱負や、貿易への期待が感じられる。
　角倉船は、それ以後継続的にゲティン地域に赴き、交易をしていたことが日本に残されている
史料からわかる。この中に、ゲティン地域の役人文理候が 1610 年に日本に宛てて送った手紙で
ある「安南国文理候書簡」（九州国立博物館蔵）がある。この手紙には 1609 年に乂安に渡航した
角倉船が、日本に向けて出港してすぐ沈没し、船長以下 13 名が死亡、105 名が救出されたこと
が書かれている。そして、救助された人々は、現地有力者である舒郡公、文理候、広富候の各氏
の庇護のもと食料や衣服などを支給された。また、当時のベトナム北部の支配者、鄭松は、乂安
の統括者文理侯らに命じ大船を作らせ、救出された人々を日本に返したとある［藤田 2014:17］。
　救出者の救護と帰国船の建造といった人道的な出来事は、まさに「船中規約」の実践により乂
安の人々と角倉氏の間に築いた良好な関係の上になりたっていると言えよう。まさに「得るとこ
ろは大きい」結果となった。
　ゲティンの有力氏族、阮家に伝わる家譜には、阮如石（1579-1662 年）が陳氏の養女になった
日本人の女性を後妻としてめとった、と記されている。阮家は科挙試験に合格し、王宮の役人を
輩出しているゲティン地域の名家である。また家譜には、その女性の名をメ 8 婆といい、日本国
人であり、月澳社の廉郡公が引き取ってきた、とある。月澳社の廉郡公とは、角倉船の沈没事故
で日本人を保護し、帰国のために大船を建造した文理侯=陳靖のことである［蓮田 2005］［蓮田
2014］。メ婆を引き取ってきた文理候は陳姓であり、彼あるいはその親族の養女になっていたの
かもしれない。今後、さらなる考究が必要である。
　平戸のオランダ商館長日記の 1637 年、38 年の記事には、乂安にはメエンやグアンと呼ばれて
いた日本人がいがいて、通訳などをしていたことが記されている［東京大学史料編纂所編 1975］	
［東京大学史料編纂所編 1978］。日本人の海外渡航が禁止されてた時代であり、ベトナムに残留
した日本人は、その後出現したヨーロッパ商人などの外国商船の現地貿易ブローカーとして活躍
していた。朱印船貿易が終了しても、メ婆のように、婚姻といった現地人との強い結びつきがあっ
た日本人や、キリスト教の信仰を禁止した禁教令下の日本に戻ることができなかったキリシタン
は、日本に帰国することはなかった。
7	 異邦の人もみな同胞として、異域之我国に於ける、風俗言語異なると雖も、其の天賦之理、未だ嘗て同じか
らざるなし。其の同じきを忘れ、其の異なるを怪しみ、少しも詐欺慢罵すること莫れ。（中略）若し他に仁
人君子に見れば、則ち父師の如く之を敬い、以て其の国の禁諱を問い、而て其の国之風教に従え。
8	 女偏に「迷」と書く。
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おわりに
　メ婆の家系は現在も続いている。メ婆の夫である阮如石の 5世代、100 年後の子孫に阮輝瑩
（1713-1789）という人物がいる。瑩は黎朝の景興年間の官僚（進士）で、日本語を理解していた
という研究もある［Nguyen	Thanh	Tung2007］。彼が 1767 年に編集した教科書の木版がハティ
ン省に残されており、ユネスコのアジア太平洋地域の世界記憶遺産に指定されている。その直系
の子孫たちは、今もハティン省で暮らしている（図 6）。
　また、沈没船から救出られた人々を保護した陳氏文理候の子孫たちも、阮氏一族の近くの村で
今も暮らしている。文理候の業績をたたえた碑文ものこされており、これらの情報は、今後、日
越交流史に新たな展開をもたらす研究対象であり、これからも考古学調査や史・資料調査を継続
していく予定である。
　ゲティン地域の考古学調査は、インドシナ半島と海域アジアの関係をグローバルヒストリーか
ら再考する資料を提示するのみならず、日越交流史研究にもあたらたな展開をもたらす意義を有
するのである。
　なお本研究は、JSPS 科研費	JP15H06899（研究活動スタート支援　研究代表「海域アジア交
易におけるベトナムの役割 - ゲアンの考古学調査から -」）および JP17K03229（基盤研究（C）研
究代表「日越交流史の新展開 - ゲティン地域における朱印船貿易解明のための考古学調査 -」）に
よる成果の一部である。
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図１　洪徳版図
図２　ラム川流域の地図
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図 3　ベトナム・鉄絵皿（ホイトン集会場出土）
図 4　中国・景徳鎮窯系青花（ホイトン集会場出土）
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図 5　日本・肥前窯系染付（ホイトン集会場出土・採集）
図 6　阮輝瑩の子孫（右から 2番目）
